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第第1010 犯罪情勢と捜査活動犯罪情勢と捜査活動

北海道警察では、適正な死体取扱業務を推進して犯罪死を見逃さないよう積極的に検視官

を臨場させ、死体取扱業務に携わる警察官に対する教育訓練の充実を図っています。

(1) 重要犯罪

令和４年中の道内における重要犯罪（殺人、強盗、強制性交等、強制わいせつ、放火、略

取誘拐及び人身売買）の認知件数は347件で、前年に比べて55件（18.8％）増加し、検挙件数

は310件で、前年に比べて７件（2.3％）増加しました。

初動捜査を徹底するため、捜査員を迅速に大量投入して緊急配備や聞込み捜査、防犯カメ

ラ画像の収集、解析等を徹底するなど、道民の皆様の御協力をいただきながら早期解決に努

めています。
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(2) 令和４年中の主な重要犯罪の検挙事例

《事例１》札幌市東区における女子大学生被害の殺人、死体遺棄事件を検挙

令和４年10月、札幌市東区において、女子大学生が殺害され、居室内に遺棄された事件で、

知人となる男を検挙しました。 （東署、捜査第一課）

《事例２》近隣住民間における殺人、同未遂事件を検挙

旭川市末広の閑静な住宅街において発生した夫婦被害の殺人、同未遂事件で、令和４年９月、

無職の男を検挙しました。 （旭川中央署、旭川方面本部捜査課）

(3) 重要窃盗犯

令和４年中の道内における重要窃盗犯（侵入窃盗、自動車盗、すり及びひったくり）の認

知件数は974件で、前年に比べて266件（21.5％）減少し、検挙件数は680件で、前年に比べて

579件（46.0％）減少しました。

重要窃盗犯は道民に最も身近な犯罪の一つであることから、初動捜査の徹底や各警察署の

情報共有、合・共同捜査等を積極的に推進するとともに、道民の皆様から不審者に関する通

報等の御協力をいただきながら事件検挙に努めています。

(4) 令和４年中の主な重要窃盗犯の検挙事例

《事例》札幌市内一般住宅における連続忍び込み事件

令和４年８月、札幌市内において連続発生していた忍び込み事件で、ベトナム人技能実習生

の男を検挙しました。 （白石署）
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令和４年中の道内における知能犯罪の認知件数（特殊詐欺を含む）は1,147件で、前年に比

べて337件（41.6％）増加し、検挙件数は598件で、前年に比べて７件（1.2％）増加しました。

重要知能犯事件（贈収賄、選挙、経済的不正）は、道民の生活に密接した犯罪であることから、

今後も、情報収集をはじめ、被疑者検挙に向けた捜査に努めていきます。

令和４年中の主な検挙事例

《事例１》紋別市観光連携室室長らによる避暑地化推進事業をめぐる贈収賄事件

紋別市の避暑地化事業に関し、令和３年10月に行われた基本計画策定業者の選定の際、紋別

市の観光連携室室長が、特定の業者に有利な取り計らいを行って業務を受注させ、その謝礼と

して現金18万円の賄賂を受け取った事実を特定したため、観光連携室室長及び同室長に賄賂を

渡した受注業者の関係者１名を贈収賄の事実で検挙しました。

（北見署、紋別署、北見方面本部捜査課、捜査第二課）

《事例２》登別市内特別養護老人ホームにおける投票偽造事件

令和４年８月に行われた参議院議員選挙に関し、登別市内に所在する特別養護老人ホーム内

で不在者投票が行なわれた際、不在者投票管理者であった施設長及び施設職員１名が共謀し、

入所中の複数の有権者の投票用紙を使用して勝手に投票を行った事実を特定したため、公職選

挙法上の投票偽造の事実で、施設長と施設職員を検挙しました。

（室蘭署、捜査第二課）



【警察犬の活動】
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(1) 現場鑑識活動

現場鑑識活動は、犯罪現場等において犯行の状

況を明らかにして証拠を保全する活動です。

現場鑑識活動では、現場状況を保全したり、指

紋や足跡等を発見、収集するとともに、各種資料

に科学的・合理的検討を加えて必要な情報を得る

などの活動を行います。

(2) 機動鑑識班の活動

機動鑑識班（係）は、警察本部鑑識課、方面本部鑑識課に置かれ、重要犯罪、重要窃盗犯

等の様々な事件を対象に、道内全域にわたり機動力と専門的知識・技能を生かした鑑識活動

を行っています。

また、現場鑑識活動の強化を図るため、大規模警察署にも機動鑑識係が置かれ、日夜発生

する事件、事故現場にいち早く出動しています。

(3) 警察犬の活動

警察犬は嗅覚力が人間の3,000倍から１億倍と

いわれており、犯罪現場に残されているであろう

「犯人の臭い」から逃走経路を追跡して犯人を発

見するなど、「鼻の捜査官」として活動しています。

そのほか、行方不明者や災害被災者の捜索等の

様々な警察活動において活躍しています。

令和４年末現在、北海道警察が直接飼育管理し

ながら訓練している直轄警察犬11頭と、北海道警察

が実施する審査会に合格し、各種警察活動を嘱託

している民間飼育の嘱託警察犬41頭がおり、事件

捜査や行方不明者の捜索等で活躍しています。

(4) 科学捜査研究所の活動

凶悪犯罪を始めとする様々な事件・事故等を科学的に

解明するための鑑定や検査を行うとともに、鑑定の高度

化を目指した研究を行っています。

検査スタッフは、警察本部の科学捜査研究所のほか、

函館、旭川、釧路、北見の各方面本部にも科学捜査研究

室が置かれ、全スタッフがそれぞれの分野のエキスパー

トとして鑑定、研究に励んでいます。
【科学鑑定】

【鑑識活動】



【ＤＮＡ型鑑定】
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(5) 鑑定の高度化

現在、警察本部で行っているＤＮＡ型鑑定の精度は、

最もありふれたＤＮＡ型の組合せの場合でも約565京人に

１人となり、極めて高い精度で個人識別することが可能

となっています。

また、科学捜査研究所では各種高性能鑑定機材の整備

に努めており、科学捜査力の強化が図られています。

○ 犯罪現場に残された血痕等から個人を識別するためのＤＮＡ型鑑定

○ 発見された塗膜片、ガラス片、繊維片等の鑑定からの犯行の立証

○ 覚醒剤・麻薬等の薬物鑑定

○ 変死事案等における死因究明のための医薬品・毒物の鑑定

○ 火災・爆発事故や交通事故等の原因究明のための鑑定 ○ 通貨の偽造鑑定

○ 筆跡鑑定 ○ ポリグラフ検査 ○ 銃器鑑定

科学捜査研究所で実施する鑑定業務

○ 犯罪に使用された薬物・毒物等を鑑定する高度分析装置

○ 防犯カメラに映った顔画像の異同識別に使用する３次元

顔画像識別装置

○ 音声の異同識別に使用する音声自動識別装置

各種高性能鑑定機材の整備



- 62 -

性犯罪事件への対応
警察本部 捜査第一課

性犯罪捜査において、被害に遭われた方への対応は、非常

に に重要です。

性犯罪の被害に遭うということは、肉体的、精神的に想像

を絶する苦痛を味わうということです。

それに加えて、警察に被害の申告をするために、この地獄のような体験を再び思い起こ

し、説明しなければならず、その過程で、対応する警察官の言動によっては、この苦痛が

何倍にも大きく膨れ上がってしまうこともあるのです。

これが二次被害といわれるものです。

北海道警察は、被害に遭われた方にこれ以上の苦痛を与えてはいけないことを肝に銘じ、

性犯罪捜査専門のチームが中心となって、被害に遭われた方へのサポートを含めた対応や

犯人の早期検挙に向け、事件ごとに様々な検討を重ねて、性犯罪捜査を行っています。

また、民間の支援団体と協力関係を築き、早い段階で被害者の心理的ケアや経済的サポー

トを行える制度を整備しています。

被害に遭われたとき、特に性犯罪となれば、警察への訴えには抵抗を感じるかもしれま

せん。

性犯罪専用の相談ダイヤル制度（♯8103）がありますので、まずは電話相談だけでもし

ていただければと思います。


